
 

市
長
／
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

 

　
　
　
条
例
に
基
づ
き
進
め
る

 

住
民
の
声
を
計
画
に

総合計画 

市
長
／
報
告
書
・
実
地
調
査
等
で
確

　
　
　 

認

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

指定管理 蔵
元　
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
り
、
総
合
計
画
の
策
定

は
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
た
。
市
は
南
九
州
市
総
合

計
画
策
定
条
例
を
定
め
、
今

後
も
最
上
位
計
画
と
し
て
策

定
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
て

い
る
。
今
後
、
基
本
計
画
に

お
い
て
、
住
民
の
意
向
を
ど

峯
苫　
指
定
管
理
者
が
管
理

し
て
い
る
21
施
設
の
今
後
の

計
画
と
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
取
り
組
み
状
況
と

指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
「
業
務
の
履

行
状
況
の
確
認
」
の
実
施
状

況
を
示
せ
。

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く

か
。

市
長　
市
民
か
ら
の
施
策
提

案
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
、
地
域
審
議
会
及
び

総
合
計
画
審
議
会
へ
の
諮
問

を
行
っ
た
。
施
策
提
案
に
つ

い
て
は
一
件
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
意
見
は
得
ら
れ

て
い
な
い
。

蔵
元　
住
民
参
画
に
つ
い
て

は
課
題
が
多
い
が
、
無
作
為

抽
出
に
よ
る
市
民
参
加
な

ど
、
色
々
な
手
法
も
あ
る
。

次
の
総
合
計
画
策
定
ま
で
に

住
民
の
意
思
が
最
大
限
反
映

南九州議会だより　第26号　一般質問　❿

市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい
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さ
れ
、
自
ら
が
責
任
を
負
う

最
適
な
計
画
づ
く
り
の
調
査

研
究
を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　
あ
ら
ゆ
る
計
画
に
つ

い
て
、
今
後
市
民
の
声
を
反

映
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
み
ん
な
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
住
民
参
画
を
進
め
て
い

き
た
い
。

地域審議会のようす

蔵元　慎一　議員

峯苫　勝範　議員
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市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい市政のここ　が聞きたい

譲渡予定の頴娃多目的研修センター

市
長　
指
定
管
理
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
21
施
設
は
指

定
期
間
が
違
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
指
定
期
間
の
満
了
ま

で
は
現
在
の
指
定
管
理
に
よ

る
管
理
運
営
を
継
続
し
て
い

く
。

　

業
務
の
履
行
状
況
の
確
認

に
つ
い
て
は
、
適
切
か
つ
確

実
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
安

定
的
・
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
か
測
定
・
評
価
等
を
実

施
し
、必
要
に
応
じ
て
指
導
・

助
言
を
行
う
。
指
定
管
理
者

か
ら
提
出
さ
れ
る
報
告
書
を

基
に
確
認
等
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
施
設
へ
の
立
ち
入

り
、
管
理
運
営
状
況
の
実
地

調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。

 市長／周知を図り、意見・要望  
　　　 があれば検討する

 現状と今後の対策はご
み
処
理

伊
瀬
知　
頴
娃
ご
み
処
理
施

設
は
平
成
29
年
度
か
ら
最
終

処
分
場
を
除
き
廃
止
と
し
、

指
宿
市
に
建
設
さ
れ
る
ご
み

処
理
施
設
で
処
理
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
に

と
っ
て
距
離
も
遠
く
非
常
に

不
便
と
な
る
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
や

さ
ら
な
る
広
域
化
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
指
宿
市
の
新
ご
み
処

理
施
設
が
完
成
す
る
と
、
頴

娃
地
域
分
の
直
接
搬
入
に
は

不
便
と
な
る
。
直
接
搬
入
の

軽
減
措
置
の
た
め
、
自
治
会

に
お
け
る
不
燃
ご
み
等
収
集

を
毎
月
２
回
行
っ
て
い
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
自
治
会
設

置
の
ご
み
収
集
所
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
ご
み
処
理
施
設
廃

止
に
つ
い
て
広
報
や
説
明
会

に
よ
り
周
知
を
行
い
、
市
民

か
ら
意
見
・
要
望
が
あ
れ
ば

更
に
対
策
を
検
討
す
る
。
ご

み
の
減
量
化
は
分
別
収
集
の

徹
底
を
図
り
、
生
ご
み
処
理

機
購
入
補
助
な
ど
再
資
源
化

頴娃ごみ処理施設

10人
が

登壇

伊瀬知　正人　議員

を
図
る
。
さ
ら
に
抜
本
的
な

広
域
再
編
は
今
後
も
引
き
続

き
検
討
協
議
を
行
う
。
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市
長
／
南
九
州
市
里
道
の
整
備
に
関

 

　
　
　
す
る
要
綱
を
定
め
対
応
す
る

 
市
道
以
外
の
道
路
整
備
に

 
つ
い
て

里道整備亀
甲　
平
成
25
年
３
月
議
会

に
お
い
て
質
問
し
た
市
道
以

外
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な

さ
れ
た
か
。

市
長　
関
係
部
課
を
含
め
て

検
討
し
、
市
道
と
し
て
認
定

が
困
難
な
道
路
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
基
準
を
設
け
て

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
新
た
な
「
南
九
州

市
里
道
の
整
備
に
関
す
る
要

綱
」
を
定
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
地
域
の
要
望
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

要
綱
の
内
容
は
、「
地
域

住
民
が
生
活
道
路
と
し
て
利

用
す
る
道
路
」「
不
特
定
多

蓮
子　
消
防
団
員
は
市
外
勤

務
も
多
く
な
り
、
団
員
数
は

確
保
さ
れ
て
い
て
も
、
消
防

団
活
動
に
対
応
で
き
な
い
と

思
う
。
定
数
や
再
編
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
、
全
体
の
55
・

８
％
の
方
が
被
雇
用
者
で
あ

る
。
基
本
的
な
消
防
団
制
度

の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い

数
の
人
が
利
用
す
る
公
共
性

の
高
い
道
路
」
に
つ
い
て
整

備
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
対
象
と
な
る
。　
　
　
　

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
復
旧
及

び
安
全
対
策
上
必
要
が
あ
る

未整備の里道

り
た
い
。
平
成
23
年
度
か
ら

一
市
一
団
長
制
へ
変
更
し
、

こ
の
見
直
し
時
に
消
防
団
員

の
定
数
も
消
防
後
援
会
と
も

協
議
し
た
が
、
検
討
の
継
続

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
様

に
地
域
実
情
に
あ
っ
た
組
織

の
構
築
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

蓮
子　
校
区
・
地
区
公
民
館

は
各
地
域
で
運
営
状
況
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
を

目
途
に
統
一
さ
れ
た
運
営
と

す
る
か
、
ま
た
館
長
選
任
の

規
定
を
設
け
る
な
ど
条
例
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　
当
分
の
間
は
、
３

町
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
を
充
実

さ
せ
て
い
っ
た
方
が
良
い
と

考
え
て
い
る
が
、
調
整
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
図
っ
て
い
き

た
い
。
館
長
の
選
任
に
つ
い

て
は
、
各
公
民
館
で
慣
例
に

従
っ
た
独
自
の
方
法
に
よ
り

選
出
さ
れ
て
お
り
、
条
例
で

規
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

 市長／今後も継続して検討する

 定数や再編の考えは消 

防 

団

消防団出初式

条
例
公
民
館
に
つ
い
て

教
育
長
／
当
分
の
間
、
現

　
　
　
　
在
の
状
況
で
対

　
　
　
　 

応

亀甲　俊博　議員

と
認
め
る
道
路
に
つ
い
て

は
、
従
来
通
り
の
取
扱
い
と

な
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
共
生
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

　

づ
く
り

○
地
元
業
者
育
成

蓮子　幹夫　議員
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教
育
長
／
可
能
な
か
ぎ
り
取
り
入
れ

　
　
　
　 

る
よ
う
検
討
す
る

 

地
元
野
菜
等
の
使
用
は

学校給食内
園　
学
校
給
食
に
使
用
さ

れ
て
い
る
南
九
州
市
産
の
野

菜
は
平
均
45
％
に
す
ぎ
な

い
。
使
用
量
や
種
類
を
増
や

す
考
え
は
。

教
育
長　
年
間
約
35
種
類
の

野
菜
を
使
用
し
て
お
り
、
今

後
も
使
用
量
の
拡
大
と
、
他

の
野
菜
も
可
能
な
限
り
取
り

入
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

内
園　
市
内
産
米
使
用
量
は

45
・
83
％
で
、
残
り
は
学
校

給
食
会
か
ら
調
達
し
て
い
る

が
、
学
校
給
食
会
は
「
各
市

町
村
の
判
断
で
制
約
は
し
て

い
な
い
」
と
し
て
い
る
。
農

業
振
興
の
た
め
に
も
地
元
産

米
を
１
０
０
％
使
用
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
県
学

校
給
食
会
か
ら
の
購
入
を
今

後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
。

地元食材の検収

頴娃地域での説明会

 教育長／民意を尊重する

 頴娃地区中学校再編は学
校
再
編

加
治
佐　

少
子
化
が
進
む

中
、
小
中
学
校
の
再
編
は
避

け
て
通
れ
な
い
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
頴
娃

地
区
中
学
校
再
編
検
討
委
員

会
よ
り
、
統
合
す
べ
き
と
の

答
申
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

対
応
を
問
う
。

教
育
長　
南
九
州
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
民
意
を
尊

重
す
る
考
え
方
で
あ
る
の

で
、
強
引
に
小
中
学
校
の
再

編
を
推
進
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
た
南
九
州
市
頴

娃
地
区
中
学
校
再
編
検
討
委

員
会
か
ら
「
次
代
を
担
う
南

九
州
市
の
子
ど
も
た
ち
に
、

真
に
必
要
な
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
学
校
の
統
合

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
答
申
を
受
け
た
こ
と

は
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
再
編
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と

協
議
の
う
え
地
区
説
明
会
を

開
催
す
る
考
え
で
あ
る
。
各

地
区
で
の
説
明
会
が
終
わ
っ

た
段
階
で
、
中
学
校
統
合
に

向
け
た
作
業
を
進
め
る
べ
き

か
判
断
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

地
元
業
者
育
成
に
つ
い
て

市
長
／
で
き
る
だ
け
地
元

　
　
　 

業
者
の
活
用
に
努

　
　
　 

め
た
い

内
園　
「
地
元
業
者
育
成
に

つ
い
て
」
の
請
願
が
さ
れ
た

が
、
市
内
業
者
か
ら
は
未
だ

に
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。

市
の
対
応
を
問
う
。

市
長　
地
元
業
者
が
調
達
可

能
な
事
務
用
品
、
事
務
機
、

教
材
備
品
の
購
入
、
印
刷
製

本
等
の
業
務
は
市
内
に
本
社

が
あ
る
業
者
を
選
定
し
見
積

入
札
を
し
、
最
大
限
努
力
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
介
護
保
険

加治佐　民生　議員

内園　知恵子　議員
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市
長
／
出
品
茶
工
場
に
つ
い
て
は
、

　
　
　 
振
興
会
が
検
討
し
整
備
す
る

 
施
設
整
備
と
今
後
の
取
り

 
組
み
は

茶流通拠点塗
木　
茶
流
通
拠
点
施
設
整

備
に
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
事
業
内
容
と
今
後
の

取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　
仕
上
げ
加
工
施
設
は

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
が
主
体
と
な

り
、
現
有
施
設
を
活
用
し

て
整
備
す
る
。
茶
の
低
温
貯

蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
が
主
体
と
な
り
検

討
す
る
。
出
品
茶
工
場
に
つ

い
て
は
、
茶
研
修
施
設
を
含

め
茶
業
振
興
会
が
主
体
と
な

り
、
規
模
や
場
所
を
検
討
し

整
備
す
る
。

吉
永　
茶
流
通
拠
点
施
設
の

整
備
計
画
を
示
せ
。

市
長　
現
在
、
低
温
貯
蔵
庫

は
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
が
、
仕
上

げ
加
工
施
設
は
Ｊ
Ａ
南
さ
つ

ま
の
管
理
施
設
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
出
品
茶
に
つ
い
て

は
成
果
が
出
て
い
る
の
で
、

既
存
の
施
設
を
使
用
す
る
。

流
通
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
が

塗
木　
建
設
現
場
で
の
人
手

不
足
が
深
刻
化
し
入
札
不
調

整備される加工施設

主
体
な
の
で
、
将
来
は
一
つ

に
ま
と
め
る
よ
う
今
後
協
議

を
し
て
い
く
。　
　

吉
永　
新
た
な
販
売
戦
略
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

市
長　
消
費
拡
大
対
策
事
業

で
市
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、
市

内
の
旅
館
、
飲
食
店
を
媒
体

に
喫
茶
会
を
増
や
す
対
策
や

各
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
宣
伝
・

販
売
活
動
を
展
開
す
る
。

吉
永　
市
内
飲
食
店
へ
ま
だ

ま
だ
浸
透
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

市
長　
今
後
も
理
解
を
求
め

な
が
ら
進
め
て
い
き
、
お
茶

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
育
成
し
、

お
茶
の
消
費
拡
大
を
積
極
的

に
行
う
。

吉
永　
健
康
増
進
機
能
の
実

証
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
。

市
長　
一
日
お
茶
６
杯
以
上

を
３
ヶ
月
間
飲
用
し
、
前
後

の
血
液
の
変
化
を
医
療
機

関
と
連
携
し
検
証
す
る
も
の

で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
。

 市長／お茶の消費拡大を積極的
　　　 に行う

 具体的な取り組みは茶
業
振
興

お茶いっぱいの日バスツアー参加者

工
事
入
札
の
現
状
と
対
応
は

市
長
／
地
元
業
者
の
受
注

　
　
　
状
況
を
考
慮
し
入

　
　
　
札
を
行
っ
て
い
く

が
増
加
し
て
い
る
が
、
本
市

の
公
共
工
事
発
注
の
現
状
と

今
後
の
対
応
を
問
う
。

市
長　
現
場
へ
の
支
障
の
な

い
範
囲
で
現
場
代
理
人
・
主

任
技
術
者
の
兼
務
が
で
き

る
よ
う
要
件
の
緩
和
措
置
を

行
っ
た
。
現
在
ま
で
入
札
不

調
が
３
件
あ
る
。
早
期
に
発

注
で
き
る
も
の
は
早
期
に
行

い
、
地
元
業
者
の
受
注
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
公
共
工
事

の
入
札
を
行
っ
て
い
く
。

塗木　弘幸　議員

吉永　賢三　議員
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樹勢の弱った岩屋公園の桜

 市長／造園業者の意見も聞きながら
　　　 対応したい

 樹勢回復に取組む考えは樹
木
管
理

西　
市
内
の
公
園
等
の
樹
木

に
白
い
カ
ビ
や
コ
ケ
類
が
付

着
し
、
既
に
枯
れ
掛
け
た
樹

木
や
植
栽
も
見
ら
れ
る
。

　

訪
れ
る
観
光
客
等
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
公
園

等
の
樹
木
や
植
栽
を
生
き

生
き
と
よ
み
が
え
ら
せ
る
た

め
、
樹
勢
回
復
に
取
組
む
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

公
園
に
つ
い
て
は
、

市
内
造
園
業
者
に
年
間
管
理

業
務
委
託
し
て
お
り
、
樹
勢

が
弱
く
な
っ
て
い
る
樹
木
も

見
ら
れ
、
造
園
業
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

川
辺
小
の
セ
ン
ダ
ン
の

そ
の
後
の
対
応
は

教
育
長
／
か
ご
し
ま
み
ど

　
　
　
　 

り
の
基
金
事
業

　
　
　
　 

で
実
施

西　
昨
年
９
月
議
会
で
、
川

辺
小
学
校
の
大
木
の
樹
勢
回

復
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
は
。

教
育
長　
か
ご
し
ま
み
ど
り

の
基
金
へ
申
請
を
行
い
、
25

年
11
月
30
日
に
樹
木
医
診
断

等
が
行
わ
れ
、
セ
ン
ダ
ン
２

本
に
つ
い
て
は
樹
勢
回
復
術

が
決
定
し
、
ケ
ヤ
キ
１
本
に

つ
い
て
は
、
26
年
度
に
国
の

ふ
る
さ
と
の
森
再
生
事
業
へ

申
請
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
観
光
振
興

西　次雄　議員

質問／市民音頭の制作
深町幸子　議員

（平成24年9月議会）

 　南九州市民音頭制作に向けた
今後の計画を示せ。

答弁／平成25年度に
　　　制作
　曲と振り付けについては、平
成25年度に制定したい。

曲，振り付け，歌い手が決定！
Ｈ25. ３月　南九州市民音頭制定委員会において歌詞決定
　　　　　　作品：小島ひろ美さん（貝塚市）
４月～９月　市民音頭の曲募集
　　　10月　曲決定　作品：松田恭雄さん（京都市）
　　　12月　南九州市民音頭ＣＤ制作及び振り付け等業務
　　　　　　委託契約
Ｈ26. １月　市民音頭の歌手募集（市内在住）
　　　　　　応募者19人（男性４人，女性15人）
　　　２月　南九州市民音頭歌い手オーディション開催
　　　　　　（川辺文化会館）　平木場千晶さんに決定
　　　３月　曲のレコーディング（大阪市）

市長

その後

追跡 あの質問・提言は
     どうなった?!


